
P2

P4 ････農機具共済
P6 ････収入保険制度
P7 ････トピックス
P8 ････ NOSAI 元気通信！

県外で無農薬農法を学び、故郷の塙町で新しい農
業に挑戦している鈴木良幸さん（30）【写真左】。農
業を通して沢山の人と交流し、里山の良さを伝え
ていきたいと考えています。指導者は父親でこの
道45年の花き農家の鈴木茂さん（66）【写真右】。
今日はトルコギキョウの生育状況についてレク
チャー。親子の笑顔がハウスにあふれています。

P10･･･今日も皆さまと
P11･･･ NOSAIからのお知らせ
P14･･･はじめよう！ 健康生活
P15･･･輝く☀農業女子

塙町の里山で花ひらく
父と子の農業にかける想い

新規就農者に

エール！水稲の損害評価が
始まります！
水稲の損害評価が
始まります！

安心のネットワーク
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立て札の立て方ポイント！

■
損
害
評
価
と
は

被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
ご
と
に
、
共
済

減
収
量
（
支
払
対
象
と
な
る
減
収
量
）
を
算

出
す
る
た
め
の
収
量
調
査
で
す
。
調
査
結
果

は
、
お
支
払
い
す
る
共
済
金
を
決
め
る
基
礎

と
な
り
ま
す
。

■
被
害
申
告
は

風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害

の
ほ
か
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減

収
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
水
稲
損
害

通
知
票
に
、
品
種
名
・
災
害
の
種
類
・
発
生
月

日
・
見
込
単
収
を
記
入
し
、
押
印
の
上
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
願
い
と
注
意
点

1
補
償
割
合
を
確
認
す
る

水
稲
共
済
は
、収
量
の
補
償
で
す
。
加
入
し

て
い
る
引
受
方
式
や
補
償
割
合
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
補
償
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

被
害
状
況
（
収
量
）
を
把
握
し
、
補
償
割

合
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
減
収
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

2
被
害
申
告
は
定
め
ら
れ
た
日
時
と
場
所
で

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
被
害
申
告
の
日

時
及
び
受
付
場
所
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
受
付
日
時
に
被
害

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
が
取
り
ま

と
め
を
す
る
場
合
は
、
期
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

3
立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

立
て
札
の
設
置
は
、
圃
場
の
確
認
や
評
価

に
大
変
重
要
で
す
。
稲
穂
よ
り
高
く
、
圃
場

の
道
路
側
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
位
置
に
立

て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
刈
取
り
が
終
わ
る
ま
で
外
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

圃場の中（農道側）に
立てる。

圃場と圃場の間でどちら
の立て札かわからない。
圃場の中に立っていない。

農道
良い例 悪い例

農道

○ ×

水稲の損害評価が
始まります！

　今年も水稲の収穫が始まる時期となりました。これ

からは、台風などの風水害やイノシシなどによる獣害、

イモチ病やカメムシなどの病虫害などが心配されます。

　圃場を十分に見回り、選択されている補償割合で減

収が見込まれる場合は、忘れずに申告してください。

特集

　今年も水稲の収穫が始まる時期となりました。これ

からは、台風などの風水害やイノシシなどによる獣害、

イモチ病やカメムシなどの病虫害などが心配されます。

　圃場を十分に見回り、選択されている補償割合で減

収が見込まれる場合は、忘れずに申告してください。
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■
共
済
金
の
お
支
払
い

一
筆
方
式
は
、
耕
地
ご
と
の
減
収
量
が
支
払

開
始
損
害
割
合
（
基
準
収
穫
量
の
３
割
ま
た
は

４
割
、
５
割
）
を
超
え
た
と
き
、
半
相
殺
方
式

は
農
家
ご
と
に
減
収
量
が
支
払
開
始
損
害
割
合

（
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
合
計
の
２
割
ま

た
は
３
割
、
４
割
）
を
超
え
た
と
き
、
全
相
殺
方

式
は
、
農
家
ご
と
に
減
収
量
が
支
払
開
始
損
害

割
合
（
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
合
計
の
１

割
ま
た
は
２
割
、
３
割
）
を
超
え
た
と
き
、
そ
の

超
え
た
分
に
つ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
損
害
評
価
の
流
れ

被
害
申
告
の
あ
っ
た
水
田
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
調
査
を
行
い
、
適
正
か
つ
公

平
な
評
価
に
努
め
て
い
ま
す
。

	 減収量	 基準収穫量× 3割	 ㎏当たり価格	 支払共済金

［（500㎏－ 200㎏）－（500㎏× 0.3）］× 176 円＝ 26,400 円
※肥培管理や防除等が不適切な場合には、分割評価を行う場合があります。

共済金の計算方法

◦１筆方式７割補償で加入	 ◦面積 10㌃
◦基準収穫量 500㎏		 ◦見込収穫量が 200㎏の場合

３割（150㎏）
支払対象になりません。

７割（350㎏）
共済金の支払対象です。この部分の減収を補償します。

基準収穫量（500㎏）

平成30年産の１㎏当たりの共済金額は、176円です。

すべては、ふくしまの 、農 業 発 展 のために。

【共済金お支払いの一例】

組合
（支所）

組合
（本所）

農林水産大臣
（農林水産省）

農家

損
害

通
知

評
価
高
の

報
告

組
合
当
初

評
価
高
の
報
告

東北農政局が減収調査を行い、減収量を算出します

被害申告

悉皆（全筆）調査
（損害評価員）

抜取調査
（損害評価会委員（調査委員））

減収調査

損害高の認定

抜取調査
（損害評価会委員）

損害評価会
（損害評価会委員（審議委員））

立て札

被害申告のあった
全圃場について検
見調査を行います

悉皆調査の損害評価結果を
審査するため実測調査を行
います

抜取調査結果に基づき、組合
の評価高について審議・答申
します

組合（支所）の
損害評価結果
を審査するた
め、実測調査
を行います

損害評価の流れ
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もしもの際に大きな安心

農機具共済

今年県内では、すでに 4 件の農作業死亡事故が発生しています。
これから秋の農作業が忙しくなる時期です。体調管理に十分留意し、
農業機械の操作にも十分注意を払ってください。

「福島県農作業安全推進本部」からの農作業における注意点を
お知らせします。

１．作業に出掛ける際や開始する際は声を掛け合って作業しましょう。
２．機械点検・清掃時はエンジンを止めましょう。
３．余裕を持って作業しましょう。

秋の農作業安全運動重点推進期間
〜9月1日から10月31日まで〜

事故が発生したら、最寄りの NOSAI 各支所へ

昨
年
度
の
共
済
金
支
払
額
は

２
億
6
千
万
円

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
「
の
う
き
く

ん
」
は
思
わ
ぬ
災
害
か
ら
あ
な
た
の
大
切
な
農

機
具
を
お
守
り
し
ま
す
。
万
一
の
災
害
に
備

え
、「
の
う
き
く
ん
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
の
農
機
具
共
済
で
は
、

２
４
１
０
台
に
共
済
事
故
が
発
生
し
、
約

２
億
６
６
８
２
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
し
た
。

満
額
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

農
機
具
共
済
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

支
払
共
済
金
は
新
調
達
価
額
に
対
す
る
加
入

共
済
金
額
の
割
合
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め
に
も
、
新
調
達

価
額
と
同
額
と
な
る
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

事
故
原
因
第
１
位
は
「
接
触
」

平
成
29
年
度
に
発
生
し
た
事
故
の
原
因
は
、
接

触
が
１
５
０
３
台
で
最
も
多
く
全
体
の
６
割
を

超
え
ま
し
た
。
次
い
で
、
ぬ
か
る
み
か
ら
引
き
上

げ
る
際
の
事
故
や
収
穫
物
の
巻
き
込
み
に
よ
る

事
故
等
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

農
繁
期
前
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済

「
の
う
き
く
ん
」
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

農機具共済の種類と補償対象事故

火災共済

総合共済

農作業の３つの注意

更新共済

平成29年度 事故原因別割合（台数）

接触
62%（1,503台）

異物の巻き込み
3%（83台）

つい落 3%（81台）
衝突 2%（44台）

鳥獣害 2%（39台）
その他 5%（116台）

その他
稼働中

23%（544台）

その他稼働中＝ぬかるみから引き上げる際の損害、
　　　　　　　収穫物の巻き込みによる損害等

火災、落雷、破裂または爆発の事故を補
償します

火災共済の事故のほかに、次の事故を補
償します。
物体の落下、飛来／接触、異物の巻き込
み／盗難による盗取またはき損／鳥獣害
／風水害、土砂崩れ等の自然災害／その
他クローラ等の損害など

総合共済と同様の事故を補償し、加えて
農機具の買い替えをするための資金を
積み立てるもので、加入期間は、耐用年
数の範囲内で3年から7年の間で選択で
きます。

破裂・爆発

転覆・墜落

落雷

衝突・接触

火災

自然災害

もしもの際に大きな安心

農機具共済

4ひかり NOSAIふくしま 12号



　

収
穫
時
期
を
迎
え
、農
作
業
が
忙
し
く
な
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。収
穫
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
も
、
作
業
前
の
点
検
や
整
備
は
大
切
で
す
。

　

わ
ら
く
ず
や
土
の
塊
が
機
械
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、稼
働
前
の
点
検
で

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

万
全
な
稼
働
前
点
検
で

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

庭先診断
チェックポイント
トラクター

コンバイン

トラクターは、過酷な条件を PTO で作業機に動力を提供しながら進んでいきます。足回りは当然ですが、回転
力を伝えるジョイント部分などにはグリス・注油箇所が必ずあります。作業前点検の際には、グリス・注油箇所の
グリスアップ・注油は忘れずに行ってください。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

刈り取り・脱穀・排藁処理を同時に行う万能機械、コンバイン。切れ味の鋭い部品やチェーンなどが、当たり前
のように剥き出しになっています。それら部品の定期的点検が、作業効率の向上のみならず、安全面の向上にもつ
ながります。（NOSAI 福島 農機具共済損害評価員による解説）

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ファンベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

バッテリー
液は規定量

入っていますか？

バッテリー
液は規定量

入っていますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

冷却水
冷却水は規定量
入っていますか？

刈取ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

脱穀ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

走行ベルト
ベルトの緩みは
ありませんか？

ブレーキペダル
ブレーキの効きは
充分ですか？

エンジンオイル
オイルは規定量入っていますか？
定期交換していますか？

エンジンオイル
オイルは規定量入っていますか？
定期交換していますか？

写真提供／ISEKI

写真提供／ISEKI

タイヤの空気圧
規定圧と左右のバランスは

取れていますか？

！
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収
入
保
険
加
入
申
請 

事
前
手
続
き
開
始

平
成
30
年
8
月
1
日（
水
）か
ら
加
入

申
請
事
前
手
続
き
を
全
国
一
斉
に
開
始

し
ま
し
た
。

「
加
入
申
請
事
前
手
続
き
」
と
は
、加

入
申
請
に
必
要
な
書
類
等
を
整
え
、
あ

と
は
10
月
以
降
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
が

承
諾
を
す
る
だ
け
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

加
入
申
請
事
前
手
続
き
は
、
職
員
が

加
入
希
望
者
を
戸
別
訪
問
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
な
が
ら
制
度
の

説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
補
償
内
容
等

を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、直
近

の
1
年
分
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
れ
ば

個
人
、
法
人
と
も
加
入
で
き
ま
す
。
法

人
の
場
合
は
事
業
年
度
開
始
の
3
か
月

前
か
ら
1
か
月
前
ま
で
加
入
申
請
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
保
険
料
は
い
く
ら
で
す
か
。

基
準
収
入
１
，
０
０
０
万
円
の
場
合
、

32
・
５
万
円
で
す
（
※
）

（
掛
捨
て
の
保
険
料
７
・
８
万
円
［
保

険
料
率
１
・
08
％
］、
掛
捨
て
で
は
な
い

積
立
金
22
・
５
万
円
、
事
務
費
２
・
２
万

円
）

※
掛
捨
て
の
保
険
方
式
80
％
と
掛
捨
て
で
は

な
い
積
立
方
式
10
％
で
加
入
し
た
場
合
で

す
。
保
険
料
と
事
務
費
は
50
％
、
積
立
金

は
75
％
の
国
庫
補
助
を
適
用
し
た
金
額
で

す
。

※
保
険
料
等
を
含
め
て
運
転
資
金
が
必
要
な

方
に
は
、
金
融
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
保
険
金
の
受
取
り
と
掛
金
の
関
係

　

  

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

加
入
２
年
目
以
降
は
、
保
険
方
式
の

保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
、
1
段

階
ず
つ
保
険
料
率
が
下
が
り
ま
す
。
保

険
金
の
受
取
り
が
あ
れ
ば
、
翌
年
は
保

険
料
率
が
上
が
り
ま
す
（
１
年
に
最
大

3
段
階
ま
で
）。

Ｑ
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

　

  

教
え
て
く
だ
さ
い
。

平成 30 年 平成 31 年 平成 32 年

8 月～ 11 月 12 月 1 月～ 12 月 確定申告後～ 6 月

スケジュール

加入申請手続き 保険料等納付（12
月末まで。分割納
入もできます。）

保険期間
◦営農計画の変更
◦事故発生の連絡

確定申告
（2 ～ 3 月）
保険金等の請求、
支払（3 月～ 6 月）

加入手続きに
必要な書類

◦過去 4 年分の青色申告決算書
◦雑収入の内訳が確認できる書類
◦過去の経営面積、生産数量が
　確認できる書類
◦平成 31 年産の営農計画書

平成 30 年分の
青色申告決算書

平成 31 年分の
青色申告決算書

 詳しくはNOSAIの「収入保険制度に対する相談窓口」にご相談ください。

危険段階区分 保険料率（国庫補助後）
10 2.574％
9 1.578％
8 1.522％
7 1.467％
6 1.412％
5 1.356％
4 1.301％
3 1.246％
2 1.190％
1 1.135％
0 1.080％

危険段階区分 保険料率（国庫補助後）
0 1.080％
-1 1.024％
-2 0.969％
-3 0.913％
-4 0.858％
-5 0.803％
-6 0.747％
-7 0.692％
-8 0.637％
-9 0.581％
-10 0.540％

危険段階別の保険料率（保険方式の補償限度80%の場合）
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ト ピ ッ ク ス

６
月
19
日
、石
川
町
の
「
八
幡
屋
」
で

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
女
性
部
連
絡
協
議
会

第
３
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
相

馬
支
所
女
性
部
の
坂
本
啓
子
さ
ん
（
写

真
前
列
向
か
っ
て
左
よ
り
２
番
目
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
女

性
部
の
役
員
14
名
が
出
席
。
平
成
30
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し
、
全
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、

各
支
所
女
性
部
の
活
動
状
況
等
の
報
告

や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
古
殿
町

の「
小
澤
ふ
ぁ
～
む
」を
主
宰
す
る
小
澤

啓
子
氏
に
よ
る
講
演
「
郷
土
食
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
～
ふ
る
さ
と
工
房
お
ざ
わ

ふ
ぁ
～
む
の
取
り
組
み
～
」
が
行
わ
れ
、

地
域
の
伝
統
料
理
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
小

澤
さ
ん
か
ら
、
昔
か
ら
身
近
に
あ
っ
た

郷
土
食
を
改
め
て
見
直
す
、
と
て
も
良

い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

７
月
９
～
10
日
、
西
郷
村
の
家
畜
改
良

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
30
年
度
家
畜

診
療
技
術
研
究
体
験
発
表
会
及
び
獣
医
師

職
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
53
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
日
常
業
務
の
中
で
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
や
臨
床
症

例
な
ど
を
発
表
す
る
も
の
で
、
今
年
は
12

題
の
発
表
と
、
新
採
用
獣
医
師
の
卒
業
研

究
論
文
３
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
東
北
地
区
獣
医
師
発
表
会
へ
２
題
推
薦

「
冬
季
に
多
発
し
た
新
生
子
虚
弱
症
候

群
10
症
例
の
検
討
」

和
田
理
恵
（
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

「
肺
炎
の
診
断
に
お
け
る
気
管
ス
ワ
ブ
採

材
の
有
用
性
の
検
討
～
第
２
報
～
」

町
田
麻
依（
い
わ
せ
石
川
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

◦
福
島
県
獣
医
畜
産
技
術

　

総
合
研
究
発
表
会
へ
３
題
推
薦

「
Ｆ
１
哺
乳
牛
に
み
ら
れ
た
皮
下
気
腫
を

伴
っ
た
穿
孔
性
第
四
胃
潰
瘍
の
一
症
例
」

片
貝
富
夫
（
県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

「
臍
静
脈
炎
の
子
牛
の
一
症
例
」

蕪
木
洋
之
（
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

「
地
方
病
性
牛
白
血
病
に
よ
る
脾
腫
を
呈

し
た
若
齢
交
雑
種
の
１
症
例
」

岡
田
翔
一（
浜
通
り
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

◦
日
本
家
畜
臨
床
学
会
へ
１
題
推
薦

「
分
娩
前
後
の
イ
オ
ン
化
カ
ル
シ
ウ
ム

検
査
に
よ
る
乳
熱
牛
の
死
亡
・
廃
用
率

の
低
下
」

田
川
知
嘉
（
白
河
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
）

10
日
は
、
酪
農
学
園
大
学
の
中
田
教

授
に
よ
る
「
生
産
性
を
高
め
る
た
め
の

カ
ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
に
つ
い
て
」
の

演
題
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
本　

啓
子（
相
馬
支
所
）

鈴
木　

静
枝（
安
達
支
所
）

渡
辺
け
さ
子（
郡
山
田
村
支
所
）

田
中　

輝
子（
会
津
支
所
）

会
　
長

副
会
長

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
女
性
部
連
絡
協
議
会

総
会
・
研
修
会
を
開
催

日
常
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

研
究
・
臨
床
症
例
な
ど
を
発
表

各支所女性部の部長、副部長らが出席しました。

中田教授による研修会　質疑応答風景
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“
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は

な
い
か
”。
白
河
市
白
坂
旗
宿
地
区

の
有
志
７
人
が
集
ま
り
、
南
会
（
代

表
＝
矢
野
正
則
さ
ん
）
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。

行
政
に
呼
び
か
け
、
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
に
参
加
で
き
る
よ
う
何
度
も
話

し
合
い
を
続
け
、
今
年
３
月
に
会
が

始
動
。
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
以
外

で
、
個
人
に
許
可
を
出
す
こ
と
は
、

行
政
と
し
て
は
画
期
的
な
取
り
組

み
に
な
り
ま
す
。

縦
１
㍍
×
横
２
㍍
の
箱
罠
に
捕

獲
許
可
番
号
等
を
貼
り
付
け
、
条
件

の
異
な
る
場
所
に
８
台
設
置
、
付
近

に
は
「
危
険
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
ま
す
。
餌
は
年
間
を
通
じ
て
安
定

的
に
好
む
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
一
台
を
設
置

し
、
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を

観
察
。
設
置
か
ら
約
２
週
間
で
３
頭

平
成
22
年
に
農
家
民
宿
を
オ
ー

プ
ン
し
た
、
渡
辺
好
さ
ん
（
68
）、
芳

江
さ
ん
（
64
）
ご
夫
妻
。
若
い
こ
ろ

か
ら
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興

味
が
あ
り
、
念
願
叶
っ
て
８
年
前
に

民
宿
を
創
業
し
ま
し
た
。

大
学
生
で
も
気
軽
に
宿
泊
で
き

る
よ
う
に
と
、
宿
泊
費
は
格
安
で
設

定
。
そ
の
代
わ
り
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
の
だ
と

か
。
宿
泊
の
方
に
は
、
交
流
を
目
的

と
し
た
昔
の
外
で
の
遊
び
を
体
験

し
て
も
ら
う
な
ど
「
体
験
型
簡
易
宿

所
」
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。

都
会
の
大
学
生
の
間
で
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
話
題
に
な
り
、
利
用
者
の

中
に
は
、
田
舎
の
居
心
地
の
良
さ
か

を
捕
獲
し
ま
し
た
。

「
各
々
の
圃
場
を
守
る
こ
と
で

周
囲
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
で

き
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
も
や
る
気
の
あ
る
若
い
世
代
を

後
押
し
し
て
い
き
た
い
」
と
矢
野
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ら
そ
の
ま
ま
近
く
に
就
職
を
決
め

た
方
も
い
ま
す
。

向
か
い
の
畑
に
は
、
大
粒
で
希
少

種
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
「
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
」
や
野
菜
を
栽
培
し
、
採
れ
た

て
の
野
菜
を
そ
の
日
の
料
理
に
。
連

泊
さ
れ
る
方
も
い
る
た
め
、
同
じ

料
理
を
作
り
置
き
し
な
い
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
お
い
し
く
、
食
べ
き

れ
る
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

田
村
市
船
引
町
船
引
字
中
の
内
前
43-

１

　

☎
０
２
４
７-
７
３-

８
０
２
０

　

宿
泊
料
金
（
税
込
）

　

１
泊
２
食
付　

５
４
０
０
円

　

１
泊
朝
食
付　

４
３
２
０
円

　

素
泊
ま
り　

３
７
８
０
円

　

（
い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
）

郡
山
田
村
支
所

白
河
支
所

田
舎
の
ゆ
っ
た
り
し
た
居
心
地
を
満
喫

「
の
う
か
民
宿　
み
ち
く
さ
」

箱
罠
で
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
！

白
河
市
白
坂「
南
会
」

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

自宅前の畑

大粒で希少種のブルーベリー
「チャンドラー」

矢野正則代表

箱罠設置の様子

渡辺さんご夫妻

NOSAI

元気
通信
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胡
蝶
蘭
で
葛
尾
村
を
有
名
に
し

た
い
」
と
話
す
の
は
、
か
つ
ら
お
胡

蝶
蘭
合
同
会
社
の
松
本
政
美
代
表

社
員
（
67
）。

同
社
は
、
葛
尾
村
の
復
興
と
新
し

い
産
業
の
創
出
を
目
的
に
、
松
本

さ
ん
と
、
同
村
の
大
友
周
治
さ
ん

（
62
）、
杉
下
博
澄
さ
ん
（
37
）
が
設

立
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
メ
デ
ィ
オ

テ
ッ
ク
（
本
社
・
東
京
）
と
業
務
提
携

し
、
営
業
と
栽
培
の
指
導
は
メ
デ
ィ

オ
テ
ッ
ク
、
胡
蝶
蘭
の
栽
培
は
同
社

が
行
い
ま
す
。

胡
蝶
蘭
の
苗
は
台
湾
か
ら
輸
入
、

葛
尾
村
の
施
設
で
約
半
年
間
育
て
、

今
年
７
月
か
ら
出
荷
を
開
始
し
て

い
わ
き
市
渡
辺
町
の
中
村
彰
宏

さ
ん
（
32
）
が
代
表
を
務
め
、
両
親

と
３
人
で
経
営
す
る
農
園
「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
さ
わ
」
で
は
、
原
木

シ
イ
タ
ケ
や
野
菜
、
米
な
ど
を
栽
培

し
、
加
工
品
な
ど
に
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。

加
工
は
彰
宏
さ
ん
と
母
優
里
さ

ん
（
64
）
が
担
当
。
食
材
の
特
徴
を

生
か
す
た
め
、
化
学
調
味
料
や
着
色

料
な
ど
添
加
物
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

「
ピ
ク
ル
ス
液
の
開
発
は
、
な
か

な
か
納
得
の
い
く
味
付
け
に
な
ら

い
ま
す
。
栽
培
す
る
品
種
は
、
贈
答

用
と
し
て
、
国
内
で
主
力
品
種
の

「
Ｖ
３
」。「
商
品
名
『
ホ
ー
プ
ホ
ワ

イ
ト
』
と
し
て
、
東
京
の
市
場
な
ど

に
、
年
間
４
万
８
０
０
０
株
を
出
荷

す
る
計
画
で
す
。
個
人
向
け
に
も
販

売
し
ま
す
」
と
杉
下
さ
ん
。
そ
の
隣

で
松
本
さ
ん
も
「
ハ
ウ
ス
の
増
棟
を

現
在
計
画
中
で
す
。
温
度
や
水
管
理

を
徹
底
し
、
良
質
な
胡
蝶
蘭
を
安
定

供
給
し
た
い
」
と
今
後
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

か
つ
ら
お
胡
蝶
蘭
合
同
会
社

　
葛
尾
村
大
字
落
合
字
菅
ノ
又
１
４
８
の
2

　

☎
０
２
４
０-

３
７-

４
３
８
０

　
※
パ
ー
ト
従
業
員
募
集
中

ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
完
成
し
た
と

き
の
喜
び
は
格
別
で
し
た
」
と
話
す

中
村
さ
ん
。
同
農
園
で
は
季
節
に
応

じ
て
年
間
約
20
種
類
の
加
工
品
を

販
売
し
て
お
り
、
ど
れ
も
高
い
人
気

を
誇
り
ま
す
。

商
品
の
ラ
ベ
ル
は
、
デ
ザ
イ
ン
か

ら
印
刷
ま
で
全
て
中
村
さ
ん
の
自

作
で
、「
お
客
さ
ま
に
分
か
り
や
す

く
、
中
身
が
お
い
し
そ
う
に
見
え
る

よ
う
に
考
え
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
を
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

い
わ
き
市
渡
辺
町
中
釜
戸
字
大
木
田
65

　

☎
０
９
０-

４
０
４
２-

３
５
２
０

　

（
中
村 

彰
宏
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w

w
.nakakam

ado.com

双
葉
支
所

い
わ
き
支
所

次
世
代
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
地
域
を
目
指
し
て

か
つ
ら
お
胡
蝶
蘭
合
同
会
社

６
次
化
商
品
開
発

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
ピ
ク
ル
ス
販
売

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

「原木シイタケ栽培を守りたい」と家業を継ぎ、
２０１４年に同農園をオープンした中村彰宏さん

原木シイタケ（写真左）をはじめ、
旬の野菜のピクルスや梅ジャム、
石臼杵つき餅、原木シイタケ栽
培キットなどもあります

経営規模＝田1.6㌶、
畑（ズッキーニ、ミニキュウリ、
ミニトマト、唐辛子、聖護院カブ）
30㌃、ハウス５棟（原木シイタケ、
ミニトマト）

出荷を待つ胡蝶蘭

右から杉下さん、大友さん、松本さんと
パート従業員のみなさん。

胡蝶蘭
花言葉は“幸福が飛んでくる”
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

タバコ栽培の制限が解除され今年で４年目にな
りますが、人手不足や高齢化は深刻で、震災前に
比べ約半分の面積になりました。農業は機械作業
が多く、農機具共済の役割が重要なので、事故の
時は修理代の全額が補償されるように改正される
と助かります。これからも安心して農業ができる
よう、新たな収入保険制度に期待しています。

両親・妻と、ハウス栽培のキュウリ、水稲を作付
けしています。露地栽培からハウス栽培に移行し
て２年目。ハウス栽培は天候に左右されず、安定
した収量を得ることができます。近年異常気象が
多く、農業経営に大きな影響を与えています。導
入される収入保険制度が農家の強い心支えとなり、
安定した営農につながることを期待しています。

地区共済部長等協議会の副会長を兼任していま
す。農業は、収入保険が導入されるなど、農業を取
り巻く環境が年々変わってきています。これから
の農業は、今まで以上に助け合っていく時代。放
棄地の増加や後継者不足など様々な課題がありま
すが、NOSAI には、農家とともに農業の課題と向
き合えるような身近な存在であってほしいです。

農業法人栢
かやのき

木ファームの代表を務め、野菜接木・
花壇苗などの生産販売をしています。他にも、６次
化産業としてプレミアムトマトジュースやガーデ
ンハックルベリーなどをイオンやＪＡ直売所へ販
売しています。農業法人の経営の場合、市場価格の
下落や従業員のケガなどは収入に即影響しますの
で、収入保険制度には大きな期待を寄せています。

今後も手厚い補償に期待します

農家の心強い支えになってほしい

これからの農業のために

収入保険制度に期待！

二本松市　佐藤	房男さん（62）
NOSAI 部長歴／３年　岩代地区

喜多方市　真部	明さん（46）
NOSAI 部長歴／６年　山都地区

水稲 763.16㌃、
パイプハウス 20㌃

水稲 160㌃、
タバコ 170㌃

ハウス ６０㌃

水稲 120㌃
鏡石町　大塚	光法さん（60）
NOSAI 部長歴／４年　豊郷地区

南相馬市　只野	孝一さん（65）
ＮＯＳＡＩ部長歴／２年　上真野地区

安
達
支
所

会
津
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

相
馬
支
所

「
」
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からのお知らせ

平成31年1月以降の共済責任期間が開始するものから補償が充実します。

園
芸
施
設
共
済
は
農
作
物
を
栽
培
す

る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど

が
自
然
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

時
に
損
害
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。
補

償
の
対
象
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
補
償

❶
特
定
園
芸
施
設

（
ハ
ウ
ス
本
体
＋
被
覆
材
）

農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス
室
、

鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど

❷
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、

か
ん
水
施
設
な
ど

❸
施
設
内
農
作
物

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

野
菜
・
花
き
類

■
復
旧
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体
の
復
旧
に

要
す
る
費
用

■
撤
去
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体
の
解
体
、

撤
去
、
処
分
に
要
す
る
費
用

台
風
の
発
生
が
多
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。今
年
は
台
風
が
早
く
か
ら
日
本
列
島
に
上
陸

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、急
激
に
発
達
し
た
低
気
圧

に
よ
る
強
風
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。県
内
で
は

今
年
春
、局
地
的
に
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
の
強
風
や

降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、特
定
園
芸
施
設
に
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

西
日
本
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た『
平
成
30

年
７
月
豪
雨
』な

ど
、予
期
し
な
い

自
然
災
害
に
遭

う
危
険
性
も
最

近
高
く
な
り
ま

し
た
。自
然
災
害

に
よ
る
損
害
の

備
え
に
園
芸
施

設
共
済
へ
の
加

入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

災
害
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済
へ
の

加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す

一
括
加
入
制

引
受
は
、
特
定
園
芸
施
設
１
棟

ご
と
に
な
り
ま
す
。
特
定
園
芸
施

設
を
基
本
に
附
帯
施
設
、
施
設
内

農
作
物
等
を
組
み
合
わ
せ
て
加
入

が
で
き
ま
す
が
、
所
有
す
る
施
設

す
べ
て
同
じ
組
み
合
わ
せ
で
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

被
害
が
発
生
し
た
ら
す

ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
る
特
定
園

芸
施
設
等
に
被
害
が
発
生

し
た
と
き
、
ま
た
施
設
内

農
作
物
に
病
虫
害
が
発
生

し
た
と
き
は
、
損
害
評
価

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

連
絡
願
い
ま
す
。

損
害
の
通
知
が
遅
れ
、

被
害
状
況
を
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お

支
払
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

主な改正点

共済責任期間は
原則１年になります。 未被覆期間の被害も補償します。

小損害不てん補の基準が見直しに
なります。

３万円又は共済価額の５％に満たない額、10万円又は20万円の
中から選択していただきます。

共済掛金の国庫負担限度額が
引き上げになります。

１戸あたり国庫負担限度額が8千万円から2倍の1億6千万円へ
引き上げになります。
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からのお知らせ

イラストはイメージです。

１年間の掛金は（加入金額1,000万円当たり）

建物共済で支払い対象となる災害

❶火災

❼遭難によるき損・汚損
（警察への被害届けが必要
です）

❷落雷

❽その他、火災時の消
防活動による損害も補
償の対象となる場合も
あります。

❾地震・噴火・津波
（損害共済金は加入金
額の50％が限度になり
ます）

❿風水害・床上浸水 ⓫雪害

❸破裂・爆発 ❹建物外部からの
物体の落下・飛来・
衝突、建物内部で
の車両等の衝突等

❺給排水設備の
事故による水ぬれ

❻騒乱等に伴う損害

共済掛金
（単位：円）

火災共済 総合共済

基本契約
臨時費用
担保特約
（30%）

基本契約
＋

小損害実損
てん補特約

小損害実損
てん補特約
＋

臨時費用
担保特約
（30%）

基本契約
臨時費用
担保特約
（30％）

基本契約
＋

小損害実損
てん補特約

小損害実損
てん補特約
＋

臨時費用
担保特約
（30％）

掛
金

普
通
物
件

一般造 10,500 12,400 11,730 13,730 30,100 34,100 33,060 37,360

耐火造Ｂ 5,900 6,900 7,130 8,230 26,000 29,300 28,960 32,460

耐火造Ａ 2,900 3,400 4,130 4,730 23,400 26,100 26,360 29,360

特
殊
物
件

一般造 16,600 19,600 17,830 21,030 35,400 40,400 38,360 43,760

耐火造Ｂ 8,800 10,200 10,030 11,730 28,500 32,200 31,460 35,360

耐火造Ａ 2,900 3,400 4,130 4,730 23,400 26,100 26,360 29,360

地震等災害による支払いがUP!
共済金額の30％→	50％に限度額を引き上げ

補償の限度額がUP!
総合共済の補償限度額の引き上げ
2000万円→	4000万円
火災共済と合わせて１億円までＯＫ！

小損害実損てん補特約を新設
損害額が30万円以下の小損害事故の場合に、
実損害額を全額共済金として支払います。

自然災害への備えがパワーアップしました。

安
心
の

建
物
共
済

臨時費用担保特約の支払割合がUP!
20％→	最高30％
臨時費用共済金の支払割合は、これまで損害共
済金額の20％（250万円限度）でしたが、最高
30％に引き上げられます。10％、20％も選択
できます。

特別費用共済金
の対象事故を
自然災害まで拡大

もしものために建物共済にご加入を

総合共済では❶から⓫が支払い対象です
火災共済では❶から❽が支払い対象です
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からのお知らせ

【
臍さ

い

帯た
い

炎え
ん

と
は
】

子
牛
は
母
牛
の
お
腹
に
い
る

間
に
栄
養
を
も
ら
っ
た
り
、
老

廃
物
を
排
出
し
た
り
す
る
た
め

に
臍
帯
と
い
う
管
で
母
牛
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
【
図
１
】。

臍
帯
は
生
ま
れ
た
時
に
自
然

に
切
れ
て
、
臍
動
脈
、
臍
静
脈
、

お
よ
び
尿
膜
管
が
退
縮
し
、
乾

燥
し
て
縮
ん
で
い
く
の
で
す
が
、

完
全
に
退
縮
す
る
に
は
数
日
か

か
り
ま
す
。
そ
の
間
に
菌
に
感

染
し
て
し
ま
う
と
臍
帯
に
炎
症

が
起
こ
り
、
臍
の
部
分
が
腫
れ

た
り
化
膿
し
た
り
し
ま
す
。
こ

れ
が
臍
帯
炎
で
す
。

大
抵
は
抗
菌
性
物
質
の
数

日
間
投
与
で
良
く
な
り
ま
す

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

が
、
重
症
例
で
は
多
発
性
関
節

炎
（
あ
ち
こ
ち
の
関
節
が
炎
症

を
起
こ
し
て
腫
れ
る
）
や
、
肝か

ん

膿の
う

瘍よ
う

（
肝
臓
に
膿
が
た
ま
る
）

を
起
こ
し
て
予
後
不
良
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
油
断
で

き
ま
せ
ん
。

出
生
直
後
、
臍
帯
の
消
毒

（
２
％
ポ
ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
等
）を

実
施
す
る
こ
と
は
、
臍
帯
炎
の

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
臍
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
】

　

出
生
時
、臍
帯
部
に
は
穴（
臍

輪
）
が
開
い
て
い
て
、
子
牛
の

成
長
に
従
い
、
３
～
４
か
月
く

ら
い
で
自
然
に
閉
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
臍
輪
が
う
ま
く
閉

鎖
せ
ず
、
穴
が
大
き
い
ま
ま

残
っ
た
場
合
、
お
腹
の
内
容
物

子
牛
の
臍
の
病
気

（
腸
な
ど
）が
臍
輪
か
ら
は
み
出

し
て
し
ま
い
、
臍
帯
部
が
腫
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
臍
ヘ

ル
ニ
ア
で
す
。

　

腫
れ
た
部
分
を
押
し
て
す
ぐ

戻
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
た
だ
ち

に
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
腸
な
ど
が
は
み
出
た
状
態

で
臍
輪
（
ヘ
ル
ニ
ア
輪
）
が
閉

鎖
し
て
い
く
と
、
は
み
出
た
腸

管
等
が
圧
迫
さ
れ
、
消
化
物
の

通
過
を
妨
げ
た
り
、
血
行
が
悪

く
な
っ
て
壊
死
し
た
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
（
嵌か

ん

頓と
ん

ヘ
ル
ニ

ア
）。

　

ヘ
ル
ニ
ア
輪
が
小
さ
い
（
概

ね
３
㎝
以
下
）
場
合
は
、
ネ
ッ

ト
等
で
固
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
治
癒
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
が
、
大
き
い
場
合
は
、
手

術
も
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

ヘ
ル
ニ
ア
輪
が
大
き
す
ぎ
た

り
、
子
牛
が
大
き
く
な
っ
て
腹

圧
が
強
い
場
合
は
、
手
術
で
閉

じ
た
ヘ
ル
ニ
ア
輪
が
再
び
開
い

た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
し
、

臍
帯
周
辺
（
下
腹
部
）
の
手
術

な
の
で
、
子
牛
が
寝
た
り
し
た

場
合
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
大

き
く
、
術
後
の
管
理
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
最
近
は
ヘ
ル
ニ
ア

輪
の
強
固
な
縫
合
法
が
考
案
さ

れ
、
前
よ
り
は
術
後
の
心
配
も

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

【
尿に

ょ
う

膜ま
く

管か
ん

遺い

残ざ
ん

と
は
】

腫
れ
た
臍
帯
か
ら
膿
が
出
る

場
合
、
臍
帯
炎
の
可
能
性
が
一

番
高
い
で
す
が
、
膿
の
出
る
量

が
多
く
、
治
療
し
て
も
排
膿
が

止
ま
り
に
く
い
、
ま
た
は
、
雌

な
の
に
臍
の
部
位
か
ら
排
尿
が

あ
る
等
の
場
合
、
尿
膜
管
遺
残

と
い
う
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
。

尿
膜
管
と
は
、
子
牛
の
膀
胱

と
尿
膜
（
分
娩
時
の
一
次
破
水

の
袋
）
を
繋
ぐ
管
で
、
胎
内
の

子
牛
の
尿
を
尿
膜
に
排
出
す
る

役
目
が
あ
り
ま
す
。

尿
膜
管
は
生
ま
れ
た
時
に
退

縮
す
る
の
で
す
が
、
稀
に
残
っ

た
ま
ま
の
時
が
あ
り
、
尿
膜
管

遺
残
と
な
り
ま
す
。
尿
膜
管
遺

残
は
抗
生
剤
の
連
続
投
与
で
落

ち
着
く
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
多
く
は
手
術
が
必
要
と
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

以
上
、
子
牛
の
臍
部
の
異
常

に
は
、
い
く
つ
も
の
病
気
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
異
常
を
感
じ
た

ら
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白河家畜
診療センター
次長　樋口貞行

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

胎子側

臍帯

大動脈 肝臓 膀胱

臍
動
脈

臍
静
脈

尿
膜
管

胎盤

尿膜

母牛側

図1
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皆
さ
ん
の
中
に
痛
風
を
経
験
さ
れ
た
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
通
風
の
発
作

は
多
く
の
場
合
、足
の
親
指
の
付
け
根
に
激

痛
が
走
り
、そ
の
痛
み
は
二
度
と
忘
れ
ら
れ

な
い
ほ
ど
だ
と
言
い
ま
す
。

痛
風
と
は
、血
液
中
の
尿
酸
が
多
く
な
っ

て
尿
酸
塩
結
晶
と
な
っ
て
関
節
や
腎
臓
に

析
出
し
て
起
き
る
症
状
で
す
【
図
１
】。
関

節
に
尿
酸
塩
結
晶
が
生
じ
た
と
き
は
、激
痛

が
走
り
、日
常
生
活
も
一
時
的
と
は
い
え
困

難
に
な
り
ま
す
【
図
２
】。

痛
風
発
作
は
６
～
９
月
に
特
に
多
く
起

こ
り
ま
す
。こ
れ
は
汗
を
か
い
て
脱
水
状
態

に
な
り
、血
中
の
尿
酸
値
が
上
が
る
た
め
で

す
。ふ
だ
ん
の
健
診
で
高
尿
酸
血
症
と
言
わ

れ
て
い
る
人
は
要
注
意
で
す
。
ま
た
、暴
飲

暴
食
の
後
や
激
し
い
運
動
の
後
は
、体
が
酸

性
と
な
り
尿
酸
結
晶
が
析
出
し
や
す
く
な

り
ま
す
。痛
風
を
起
こ
し
た
こ
と
が
な
い
方

も
油
断
大
敵
で
す
！
日
本
人
の
痛
風
患
者

は
約
１
０
０
万
人
。
そ
し
て
、高
尿
酸
血
症

の
人
は
そ
の
10
倍
の
１
０
０
０
万
人
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
中
の
尿
酸
の
値

は
、
体
質
・
遺
伝
、
環
境
の
両
方
が
関
係
し

ま
す
。
20
才
以
降
の
男
性
、特
に
30
～
60
才

代
に
高
値
の
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。女
性

ホ
ル
モ
ン
は
尿
酸
を
尿
中
に
排
出
さ
せ
る

働
き
が
あ
る
た
め
、女
性
は
痛
風
に
な
り
に

く
い
の
で
す
が
、
閉
経
後
や
、
利
尿
剤
の
服

用
な
ど
で
高
尿
酸
血
症
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

尿
酸
と
は
、体
の
中
で
プ
リ
ン
体
が
代
謝

さ
れ
て
で
き
る
老
廃
物
で
す
。プ
リ
ン
体
は

「
人
体
の
細
胞
の
中
に
あ
り
、
筋
肉
や
内
臓

を
動
か
す
と
き
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
体

内
で
自
然
に
作
ら
れ
る
も
の
」
と
「
食
べ
物

と
し
て
外
か
ら
摂
取
さ
れ
る
も
の
」の
２
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。体
内
で
作
ら
れ
る
プ
リ

ン
体
は
、
全
体
の
８
割
を
占
め
、
食
事
と
し

て
取
ら
れ
る
プ
リ
ン
体
は
わ
ず
か
２
割
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
プ
リ
ン
体
は
、
食

品
の
コ
ク
と
旨
味
の
成
分
で
あ
り
、レ
バ
ー

な
ど
の
内
臓
や
肉
・
魚
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
近
年
、肉
や
魚
を
大
量
に
摂
取
す
る

こ
と
が
、高
尿
酸
血
症
や
痛
風
の
危
険
因
子

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
体
内
で
分
解
さ

れ
る
時
に
尿
酸
が
作
ら
れ
、更
に
排
出
さ
れ

に
く
く
な
る
た
め
、血
中
の
尿
酸
値
を
上
げ

ま
す
。
特
に
ビ
ー
ル
は
、
焼
酎
や
ウ
イ
ス

キ
ー
に
比
べ
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
た
め
、

焼
き
鳥
・
焼
肉
と
合
わ
せ
て
大
量
に
飲
む
の

は
要
注
意
で
す
。
逆
に
、尿
酸
値
を
下
げ
る

食
べ
物
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル（
サ
ク
ラ
ン
ボ

や
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）、
海
草
類
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、牛
乳
や
乳
製
品
で
す
。
チ
ー

ズ
で
赤
ワ
イ
ン
を
グ
ラ
ス
２
杯
程
度
…
が

推
奨
さ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で

す
【
図
３
】。

ま
た
、痛
風
発
作
が
起
こ
っ
て
い
な
く
て

も
、
血
液
中
の
尿
酸
値
が
８m

g/dl

以
上

の
人
は
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、脳
卒
中
や
心

臓
病
・
腎
不
全
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

た
め
、治
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
採
血
す

れ
ば
分
か
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
自
分
の
尿

酸
値
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

清明クリニック	佐藤	睦子

第11回

はじめよう
！

健康生活

図1

結石痛風結節痛風発作

痛風がおこりやすい場所図2

足の甲

足首

ひざ

親指の付け根

アキレス腱

プリン体の少ない食品 プリン体の多い食品

図3

beer

アジ干物野菜サラダ チーズ

鶏卵 大正エビビール

レバー

焼酎・
ウイスキー

痛風に
ならないように！
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からのお知らせ

豊川 智美さん（44）
（会津若松市 北会津町）

「余蒔（よまき）キュウリは
皮が柔らかく、青臭さも少
ないので子どもやお年寄り
に人気」と豊川さん

収穫した野菜・ハーブ類と
豊川さん

県内の農業者、農
業団体など 200
人が出席した会場
で収入保険制度を
説明する農林水産
省の窪山室長

「収入保険制度」説明会開催
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
、
農
業
収

入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険

制
度
説
明
会
を
、
玉
川
村
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
福
島
い
わ
せ
石
川
支
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

齋
藤
勝
利
組
合
長
が
「
今
年
度
を

『
農
業
保
険
の
実
行
元
年
』と
位
置
付

け
、
収
入
保
険
制
度
と
改
正
農
業
共

済
制
度
の
周
知
・
加
入
推
進
に
努
め

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
農
林
水
産
省

経
営
局
保
険
課
農
業
経
営
収
入
保
険

室
の
窪
山
富
士
男
室
長
が
、
収
入
保

険
制
度
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

市
場
価
格
の
低
下
や
盗
難
、
け
が

や
病
気
な
ど
で
収
穫
が
で
き
な
い
な

ど
で
減
少
し
た
収
入
を
補
て
ん
す
る

収
入
保
険
制
度
は
、
平
成
31
年
１
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
窪
山
室
長

は
、
補
償
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。 

加
入
申
請
は
今
秋
か
ら
始
ま
る
た

め
、
出
席
者
か
ら
は
「
基
準
と
な
る

収
入
金
額
の
算
出
方
法
」
や
「
補
償

の
対
象
と
な
る
範
囲
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【会津伝統野菜 40㌃、ハー
ブ 10㌃、露地野菜 30㌃】

N
O

G
Y O

J O S

H
I輝く

農業
女子

４
年
前
に
、
夫
・
息
子
と
と
も
に

地
元
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
豊
川
さ
ん
。

地
元
の
良
い
も
の
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
、
栽
培
・
加
工
・
販
売
ま
で
精

力
的
に
こ
な
し
ま
す
。

余よ

蒔ま
き

キ
ュ
ウ
リ
や
赤
筋
大
根
な

ど
の
会
津
伝
統
野
菜
の
ほ
か
、オ
ト

ギ
リ
ソ
ウ
や
セ
ー
ジ
な
ど
の
ハ
ー

ブ
類
を
栽
培
し
、道
の
駅
や
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
伝
統
野
菜
を
作
付
し
て
い
る

先
輩
達
に
教
わ
り
な
が
ら
栽
培
し

て
い
ま
す
。試
行
錯
誤
し
つ
つ
種
を

自
家
取
り
し
、収
量
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
。
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で

栽
培
し
て
い
る
の
で
、雑
草
や
害
虫

と
の
戦
い
で
す
。」
と
智
美
さ
ん
。

野
菜
や
ハ
ー
ブ
を
販
売
す
る
際

は
、
試
飲
・
試
食
会
を
行
っ
た
り
、

季
節
の
野
菜
セ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、

料
理
の
レ
シ
ピ
を
案
内
す
る
な
ど
、

手
に
取
っ
て
も
ら
い
や
す
い
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

「
目
標
は
販
路
の
拡
大
と
品
質

の
向
上
で
す
。『
こ
ん
な
に
お
い
し

い
も
の
が
あ
る
ん
だ
！
』と
よ
り
多

く
の
お
客
様
に
会
津
の
味
と
力
を

届
け
た
い
。
会
津
テ
ロ
ワ
ー
ル（
そ

の
土
地
の
個
性
）
で
す
」
と
、楽
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
津
の
味
と
力
を
届
け
た
い
！
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からのお知らせ

あ
と
が
き

営農指導者・鈴木茂さんからエール！

福島市の花見山公園の２代目園主・阿部一郎さん
に師事し、塙町にも花見山を創りたいと活動中の
鈴木茂さん。「花き農家は暑さ、寒さ、そして雑
草との戦いですが、花を求めるす
べての方のために、きれいな花を
育てたい」と目を細めます。息子
の良幸さんにも「生涯の仕事とし
て農業を頑張ってほしい」とエー
ルを送ります。

近
年
は
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
よ
う
な
豪
雨
や
高
温

が
、
営
農
や
人
命
に
ま
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。各
地
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、「
農
業
保
険
の
実
行
元
年
」。
農
業
保
険
事

業
を
通
じ
て
、
農
家
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
住
所
を

変
更
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融

機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

各
共
済
掛
金
の
振
替
等
が
で
き

な
い
な
ど
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

経
営
移
譲
な
ど
の

際
は
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福島県農業共済組合では、事業紹
介、各支所の連絡先などの組織概要、
採用情報など、様々な情報を掲載した
ホームページを開設しております。

収入保険と類似制度の比較シミュ
レーション、収入保険の規模拡大や収
入上昇を考慮した基準収入の算定シ
ミュレーションなども掲示しており
ます。

ぜひご活用ください。
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鈴木	茂さん
農業保険の実行元年

お
問
い
合
わ
せ
と
被
害
発
生
時
の
ご
連
絡
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
で

お
願
い
し
ま
す

県北支所 ☎ 024-544-2711
安達支所 ☎ 0243-23-7777
郡山田村支所 ☎ 024-933-3307
　田村出張所 ☎ 0247-82-0249
いわせ石川支所 ☎ 0247-37-1003
白河支所 ☎ 0248-27-1121
　棚倉出張所 ☎ 0247-33-2261
会津支所 ☎ 0241-28-1111
　南会津出張所 ☎ 0241-62-5588
相馬支所 ☎ 0244-23-6236
双葉支所 ☎ 0240-22-4111
いわき支所 ☎ 0246-24-1166


